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（１）現状の説明 

点検評価項目①：学生が学修に専念し、安定した学生生活を送ることができるよう、学生支援に

関する大学としての方針を明示しているか。 

【評価の視点】 
１：大学の理念・目的、入学者の傾向等を踏まえた学生支援に関する大学としての方針の適切

な明示 
1)大学の『学生の支援に関する方針』を次のとおり定め、ホームページに掲載している。 
 

＜基本方針＞ 

本学は、学是「仁」（人在りて我在り、他を思いやり、慈しむ心、これ即ち「仁」）と理念「不断前進」

（現状に満足せず、常に高い目標を目指して努力し続ける姿勢）を基盤として教育を実践し、教員と

学生間の距離が近いという伝統を背景に、学生一人ひとりが個性を発揮し、充実した学生生活が送れ

るように次のような支援方針を定めます。 

・学生が主体的に学修に取組み、資質・能力を十分に伸長させるとともに、生涯にわたり学び続け

る態度が身に付くように支援します。 

・学生の心身の健康保持に留意し、生活上の問題に関する相談に応じるなど、学生が安心して学修

に専念できるように支援します。 

・学生が課外活動や正課外プログラムを通じて学生生活を豊かにし、学是「仁」の心を育むととも

に人間的成長と自立を促すように支援します。 

・キャリア形成指導に注力し、学生一人ひとりの特性と希望に沿った適切な進路選択を支援しま

す。 

＜修学支援＞ 

・学生が学修を円滑に進めていくことができ、安心して学生生活が送れるように、担任制やアドバ

イザー制を活用し、学生一人ひとりに相談・指導を行います。 

・オフィスアワー等の相談体制を充実し、日常的な学修相談に応じます。 

・学生が自主的に学修を進めることができるように、情報通信技術も活用できる学術メディアセ

ンター、ラーニングコモンズ、自習室等設備環境の充実を図ります。 

・障がいをもつ学生を支援するために、施設・設備のバリアフリー化を進めるとともに、ノートテ

イカーなど学生ボランティアグループの積極的な関わりを推進します。 

・留年者及び休・退学者の状況把握と分析を行い、担任やアドバイザーが中心となり、関係各部署

が連携して適切な対応を行います。 

・本学独自の「佐藤・小川奨学基金」を財源とする「順天堂大学グローバル・リーダーシップ育成

推進奨学金」に基づき、学術研究やスポーツの各分野において、国際的な活躍が期待でき、本学

学生・教員等の模範となる優秀な人材を育成します。 

・「順天堂大学外国人留学生奨学金給付規程」に基づき、他の学生の模範となる成績優秀な外国人

留学生を育成します。 

・「卓越した学生に対する学納金減免に関する規則」により、成績優秀者等の卓越した学生（学部

学生・大学院生)を対象とし、学納金を減免し、教育研究の活性化を図ります。 

・経済的理由から修学が著しく困難となった在学生・新入生（学部学生・大学院生）に対し、学納

金の全額又は一部を減免し、学業の継続と進学の機会を支援します。 

＜生活支援＞ 

・学生部委員会が主体となり、学生生活実態調査（アンケート）を実施し、定期的に学生生活及び

学修行動の実態把握を行い、学修・生活環境の改善に役立てます。 

・各キャンパス安全衛生管理室に、医学部教員を校医として任命しているほか、学内外のカウンセ

ラー等も配置し、学生の健康管理を行います。 

・ハラスメント防止に向けての啓発活動を継続的に推進するとともに学生相談室・ハラスメント

相談窓口等も設置して快適で安全な学生生活を送ることができるよう支援します。 
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・保護者との連携を図るため、各地で保護者懇談会等を開催して情報交換に努め、大学と家庭とが

協力して学生が充実した学生生活が送れるように支援します。 

・サークル活動やボランティア活動等を積極的に支援し、こうした活動を通して人間性・社会性・

協調性を培います。 

・医学部及びスポーツ健康科学部は、1年生全員が 1年間さくらキャンパスの学寮に入寮し、学部

を越えて寝食を共にし、団体生活における「他を思いやる心の涵養」と「団体の中における個の

確立」を目指します。 

・留学生については、国際交流センターが生活面の相談に応じ、学修に専念できるように支援しま

す。 

＜進路支援＞ 

・入学後の早い段階から将来のキャリアを見据えた教育・指導を実践します。各種実習やインター

ンシップ等、体験型教育の充実を図ります。 

・国家試験対策として、各種委員会・ワーキンググループにより組織的に支援します。 

・教職課程センターを設置し、資質・能力の高い教員養成の強化充実を図ります。 

・さくらキャンパス就職課及び国際教養学部就職・キャリア支援室に職員及びキャリアカウンセ

ラーを配置し、それぞれの学生に適した指導、助言を行うとともに資料室を設け、進路に係る

様々な情報提供を行います。 

・就職については、附属病院説明会、各種就職説明会、ガイダンス等を定期的に開催し、各種委員

会・ワーキンググループ・事務部門が連携して組織的に情報提供・就職支援を行います。 
 

（大大評２－11 法人ホームページ 「各種方針」） 

2)2021(令和 3)年 3 月、『障がいのある学生の支援に関する基本方針』を制定し、ホームページ

に掲載している。差別的取扱いの禁止、合理的配慮の提供、相談・実施体制、情報公開、研

修・啓発について規定している。 

（大大評７－１ 障がいのある学生の支援に関する基本方針） 

 

以上のことから、本学は、学生が学修に専念し、安定した学生生活を送ることができるよ

う、学生支援に関する大学としての方針を適切に明示していると評価する。 

 

点検評価項目②：学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援の体制は整備されてい

るか。また、学生支援は適切に行われているか。 

≪１：学生支援体制の適切な整備≫ 

1)担任制やアドバイザー制を設けることで、学生一人ひとりに対するきめ細かな指導を行うこ

とを明確にしている。修学、学生生活に係る支援については、各キャンパスの学生部で対応

することに加え、学生相談室等も設けることで手厚くサポートすることとしている。進路支

援については、就職支援センター（就職支援室）又は各キャンパス事務室（さくらキャンパ

スは就職課）にて行うこととしている。 

（大大評３－１ 学校法人順天堂組織規則 別表第１ 学校法人順天堂 組織機構図） 

（大大評７－２ 学校法人順天堂事務組織規程 別表第２ 事務分掌表） 

2)各学部には学生部委員会を整備し、毎月（8 月を除く）委員会を開催して各種学生支援を行

っている。また、学生部委員会が主体となり、全学部で統一した学生生活実態調査（アンケ

ート）を実施し、定期的に学生生活及び学修行動の実態把握を行い、学生支援を充実させる

こととしている。 

（大大評７－３ 令和 2 年度 合同学生部委員会 学生生活実態調査結果比較資料） 
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3)「学校法人順天堂安全衛生管理規程」を制定し、安全衛生管理室に校医、保健師等を配置し、

学生の保健管理を行っている。大学全体の保健管理を行う機関として、校医会を年 2 回開催

している。 

（大総務７－１ 学校法人順天堂安全衛生管理規程） 

4)学生生活を送る上での注意点や必要事項を記載した学生便覧や学生生活案内を学部・研究科

ごとに作成し、新学期のオリエンテーションで配付・説明している。 

（大医７－１ 順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス学生生活案内） 

（大ス７－１ 順天堂大学さくらキャンパス CAMPUS LIFE） 

（大ス７－２ スポーツ健康科学部学修要覧） 

（大医看７－１ 医療看護学部学生便覧） 

（大保看７－１ 保健看護学部学生便覧） 

（大保医７－１ 保健医療学部学生生活案内） 

（大院医４－１ 大学院医学研究科修士課程シラバス） 

（大院医４－２ 大学院医学研究科博士課程シラバス） 

（大院ス４－５ 大学院スポーツ健康科学研究科博士課程要覧） 

（大院看４－１ 大学院医療看護学研究科教育要項） 

5)保護者会との連携を図り、学年毎の保護者会では、教員と保護者との懇談会を実施し、学年

に応じた情報提供を行い、学生生活全般に関する支援状況を伝えている。更に、保護者との

意見交換を行う等、大学と家庭との連携・協力に努めている。 

6)大学院研究科では、社会人学生が修学しやすいよう平日の夜間や土曜日に開講する等、修学

全般に渡り、支援するという方針を明確にしている。大学院医学研究科では、社会人入学者

に対して、ビデオ・オン・デマンド（VOD）講義等の受講による単位認定を行っている。更に、

特徴的なこととして、大学院医学研究科博士課程では、国立がん研究センター、国立国際医

療研究センター、国立病院機構相模原病院及び理化学研究所と連携大学院協定を締結してい

る。同協定では、それぞれの機関に籍を置きながら、社会人学生として本学同研究科同課程

の授業科目（大学院の専門プログラム）の単位を修得可能とし、各機関で行った研究の成果

をもって学位の取得が可能となっている。 

（大院医７－１ 大学院医学研究科博士課程連携大学院） 

（大大評１－10 大学院スポーツ健康科学研究科パンフレット） 

（大大評１－11 大学院医療看護学研究科パンフレット） 

7)医学部とスポーツ健康科学部では 1 年次を全寮制とし、さくらキャンパスで寝食を共にする

こととしている。全寮制は 1947(昭和 22)年度習志野キャンパス開設以来、協調性や社会性、

コミュニケーション能力、親密な友人関係を築く場として活用され、本学の教育の特色とも

なっている。学寮での団体生活における「他を思いやる心の涵養」と「団体の中における個

の確立」を基本目標としている。2020(令和 2)年度は COVID-19 の影響により、従来の 1 室 2

名の運用ができなかったが、1 室 1 名での運用に変更することで、8 月以降、遠隔地の学生

を優先させながら、定員の約半数を入寮させることができた。 

 

以上のことから、本学は、学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生支援の体制

を適切に整備していると評価する。 
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≪２：学生の修学に関する適切な支援の実施≫ 

【評価の視点】 
・学生の能力に応じた補習教育、補充教育 
・正課外教育 
・留学生等の多様な学生に対する修学支援 
・障がいのある学生に対する修学支援 
・成績不振の学生の状況把握と指導 
・留年者及び休学者の状況把握と対応 
・退学希望者の状況把握と対応 
・奨学金その他の費用や経済的支援に関する情報提供 

・修学支援における COVID-19 への対応・対策 
1)全学部・研究科において、学生の質問・相談等に応じるための時間として、オフィスアワー

を設定している。 

2)国家試験への取り組みとして、オリエンテーション、特別講義、補講、模擬試験等を実施し

ている。医学部では卒業支援委員会、医療看護学部では国家試験対策委員会、保健看護学部

では国家試験対策ワーキンググループを組織し、取り組んでいる。医学部では、学生の自主

組織である国家試験対策委員会も組織され、外部講座・外部模試の調整を行っている。教職

員、学生が一体となって国家試験合格をバックアップする体制が整備されている。 

3)教員採用試験対策として、進路指導室に経験豊富な校長等、学校実務の経験が豊富な元教員

を採用し、勉強会を開催している。 

4)補充教育の一環として、医学部、医療看護学部及び保健看護学部では e-learning コンテン

ツを導入している。医学部では、「manaba」を導入しており、講義・学習の予習と復習、学生

からの質問の受け付けに活用している。仮進級者を対象としたコースもあり、学生の能力に

応じた担当教員によるフォローアップが行われている。保健看護学部でも「manaba」を導入

しており、講義・実習等の受講支援に活用している。 

5)各学部では、SA（スチューデント・アシスタント）等の制度を活用してきめ細かい指導を行

っている。例えば、医学部では、留学生等の多様な学生に対する修学支援について、1 年次

の各科目・分野で得意な学生が他の学生の学習支援をする SA を配置している。また、スポー

ツ健康科学部では、成績優秀なアシスタント学生（ラーニング・アシスタント）による学修

フォローアップのための勉強会を放課後に開催している。医療看護学部では、SA を活用した

上級生による下級生の学修支援を行っている。SA は公募制で面接により意欲・成績ともに優

れた学生を採用しており、下級生の学修の動機付けや学力向上に向けた支援体制を強化して

いる。 

6)国際教養学部では、言語学習センターを設置しており、常駐している教員による外国語学習

におけるカウンセリングを受けることができ、正規カリキュラムと自習を有機的に連動させ、

学修成果を上げられ、自立性を育む環境を整えている。 

7)医学部及び大学院医学研究科では、正課外のカリキュラムとして順天堂国際医学教育塾を開

講している。英語総合コースと TOEFL iBT・IELTS 対策コースを設け、TOEFL・IELTS 等の国

際基準の英語テストで高得点を獲得するための教育、ハイレベルな英語でのプレゼンテーシ

ョンや医療面接の指導、ECFMG（米国医師国家試験）の受験を目指す学生に対する教育支援を
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行っている。 

（大院医７－２ 順天堂国際医学教育塾実施要項） 

8)大学院医学研究科では、外国人留学生を対象に、英語のみによる講義である「大学院特別講

義（英語）」や「日本語講座①（初級）」、「日本語講座②（中・上級）」、「日本語講座③（研究

科長日本語特別講義）」及び「日本語集中プログラム」を実施している。 

9)障がいのある学生については、『障がいのある学生の支援に関する基本方針』に基づき、個々

の事情を勘案し、各委員会で状況を報告して必要な対応を行っている。キャンパス内の必要

な箇所に、手すり、エレベーター、障がい者用トイレが設置されている。さくらキャンパス

では、教室内の座席の位置や、配布資料の文字の大きさを工夫する等、視覚障害や肢体不自

由な学生に対しては個別に対応できる準備を整えている。受験の申し出があれば、入試委員

会で受験資格や対応の確認を行い、入学後は、学生部を中心に支援しており、対応後も学生

に定期的にヒアリングを行い、継続的に支援している。 

10)授業を欠席しがちな学生や、成績不良者には各教科の担当教員や学生部長、学部長が面談等

により指導し、留年者を出さないように取り組んでいる。留年者には、担任又はアドバイザ

ーが重点的なケアを実施している。特にメンタル面でのケアを重視し、必要に応じて各委員

会や関係各署と連携を取り、対応している。また、休・退学希望者については、その理由に

ついて本人・保護者・担当教員が面談等を通じて把握し、再修学を基本とした指導・支援を

行っている。最終的に休・退学を希望する場合は、願書を提出させて教務委員長、学生部長、

学部長が確認のうえ、教授会で審議し、学長が許可している。また、研究科においても講義

受講状況や研究進捗状況等を確認する等、研究指導教員及び各キャンパス事務室が連携を取

りながら状況把握を行い、指導・支援を行っている。 

11)「災害等による修学困難者に対する順天堂大学学納金減免規程」を定め、非常災害等の被災

による経済的理由から、修学が著しく困難となった学生に対し、学納金の全額又は一部を免

除することにより、学業の継続及び進学の機会を支援している。 

（大総務７－２ 災害等による修学困難者に対する順天堂大学学納金減免規程） 

12)「経済的理由による修学困難者に対する順天堂大学学納金減免規程」を定め、経済的理由か

ら修学が著しく困難となった学生に対し、学納金の全額又は一部を免除することにより、学

業の継続及び進学の機会を支援している。 

（大総務７－３ 経済的理由による修学困難者に対する順天堂大学学納金減免規程） 

13)「順天堂大学外国人留学生奨学金給付規程」を定め、私費外国人留学生に対し、その経済的

負担を軽減するため、奨学金を給付し、学業の継続及び進学の機会を支援している。 

（大総務７－４ 順天堂大学外国人留学生奨学金給付規程） 

14)「卓越した学生に対する学納金減免に関する規則」を定め、成績優秀者等の卓越した学生

（学部学生・大学院生)を対象とし、学納金を減免することで教育研究の活性化を図ってい

る。 

（大総務７－５ 卓越した学生に対する学納金減免に関する規則） 

15)「順天堂大学グローバル・リーダーシップ育成推進奨学金」を定め、国際的に活躍し、学生・

教職員の模範となる人材を対象とし、教育・研究・競技の活性化を図っている。同奨学金に

は、「外国留学支援奨学金」が設けられており、本学の海外協力協定施設等に留学する優秀な

学生に対して、奨学金 10 万円を支給し、海外留学を支援している。 
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（大総務７－６ 順天堂大学グローバル・リーダーシップ育成推進奨学金給付規程） 

16)海外研修に関する支援として、国際教養学部では、主に語学力が一定基準に満たない 1 年

生への補完として、夏季休暇期間に 4 週間に亘るフィリピン・セブ島での語学研修を実施し

ている。例年多くの学生が参加しているが、2020(令和 2)年度は、COVID-19 の感染拡大の影

響により、現地での研修に代わりオンラインプログラムを実施した。この他、同学部では、

中国、タイ、シンガポール、オーストラリア等の大学での海外研修制度も設けている。医療

看護学部では、英国（デモントフォート大学）での語学・看護研修やタイ（タマサート大学

看護学部）での授業・実習へ参加できる短期研修を用意している。保健看護学部では、北欧

フィンランドやスウェーデンの病院、看護師養成学校、老人介護施設等を見学する短期研修

が準備されている。 

17)日本学生支援機構の奨学金や、各学部・研究科ごとの奨学金を多く用意することで、修学支

援を図っている。 

(大学基礎データ 表 7) 

18)大学院医学研究科では、博士課程入学者のうち医師免許を有し、本学医学部附属病院におい

て診療業務に携わった大学院生に対して、本学規定に基づき給与が支給されている。 

19)教員に限らず大学院生も応募可能な研究費として、学内の公募型研究制度である医学部の

「共同プロジェクト研究費」を設けている。「共同プロジェクト研究費」は、若手研究者の研

究力強化と大学院生が大学院修了後に速やかに科研費等競争的資金へ応募ができるよう練

習を兼ね、1 課題につき 60 万円を上限とし、2020(令和 2)年度は 46 名の大学院生が採択さ

れている。 

（大院医７－３ 令和 2 年度共同プロジェクト研究募集要項） 

20)大学院各研究科では、社会人学生を受け入れていることから、社会人学生への配慮として、

平日の夜間や土曜日にも開講し、社会人学生が修学しやすいように時間割を工夫している。

また、ビデオ・オン・デマンド（VOD）講義等の受講による単位認定が行われている。 

（大院医４－３ 大学院医学研究科修士課程年間授業時間割表） 

（大院医４－４ 大学院医学研究科博士課程年間授業時間割表） 

（大院ス４－２ 大学院スポーツ健康科学研究科年間授業時間割表） 

（大院看４－２ 大学院医療看護学研究科年間授業時間割表） 

21)新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行により、オンライン授業の割合が増えたことに

より、自宅のインターネット環境が修学に影響することを考慮し、大学全体として希望する

学生に対して、半額補助による Wi-Fi ルーターの貸出しを行った。また、教室の一部を予約

制で学生に開放し、オンライン授業を教室で受けられる環境を整備した。 

 

以上のことから、本学は、学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生の修学に関

して適切な支援を実施していると評価する。 

 

≪３：学生の生活に関する適切な支援の実施≫ 

【評価の視点】 
・学生の相談に応じる体制の整備 
・ハラスメント(アカデミック、セクシュアル、モラル等)防止のための体制の整備 
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・学生の心身の健康、保健衛生及び安全・衛生への配慮 

・生活支援における COVID-19 への対応・対策 
1)学部学生の生活全般の相談（心の健康・対人関係・学業や進路・クラブ活動・寮生活・その

他の生活一般）に対する相談窓口として学生相談室等を設置しており、精神科医（学生相談

室長）、臨床心理士・精神保健福祉士及び担任・アドバイザー教員を含むスタッフが、カウン

セラーとして対応できるよう体制を整備している。また、大学院生に対しても同様の体制を

整備している。相談体制については、学生便覧等にて学生へ案内している。 

2)ホームページに「ハラスメント対策」を掲載している。ハラスメントをセクシャルハラスメ

ント、アカデミックハラスメント、パワーハラスメント等、行為者本人の意図のいかんに関

わらず、相手方の人権や人格的尊厳を傷付ける不適切な言動と定義し、「1 ハラスメントと

は？」、「2 被害者・加害者を出さないために」、「3 もしハラスメントの被害にあってしまっ

たら…」について説明している。ヘルプ・ラインの部署も教職員、学生ごとに掲載している。 

（大人事７－１ ホームページ 「ハラスメント対策」） 

3)「学校法人順天堂におけるハラスメントの防止等に関する規程」及びキャンパスごとに「人

権委員会規程」を制定し、ハラスメントを防止する体制を整備している。 

（大人事７－２ 「順天堂ニュース 2016 7 月 1 日号 NO.2126 P32～P40」） 

4)各キャンパス安全衛生管理室に校医や保健師を配置しており、日常的な学生の健康サポート、

具合が悪くなった際の迅速かつ手厚いサポートをとれる体制を整備している。健康診断は、

春期に全員を対象に実施し、秋期は健康管理室より指示された者を対象に実施している。ま

た、無料でインフルエンザ予防接種を実施しており、病院実習前には麻疹・風疹・水痘・ム

ンプスの予防接種を受けるよう指導している。 

（大総務７－１ 学校法人順天堂安全衛生管理規程） 

（大大評４－３ 令和 2 年度事業報告（資料編） 「Ⅰ－27.健康診断実施状況」） 

5)「順天堂大学職員・学生等の寮管理規程」では、学生（大学院生含）、臨床研修医、海外留学

生等にも入寮資格が与えられており、居住環境の支援が行われている。 

（大人事７－３ 順天堂大学職員・学生等の寮管理規程） 

6)学生教育研究災害傷害保険、学生総合補償制度等に全学生が加入することで、教育、研究中

の不慮の事故に備えている。また、不慮の事故に遭遇した場合の対処方法について、学生便

覧に記載し、新学期オリエンテーションで確認している。夜間・休日であっても、守衛を介

して関係部署に連絡がとれる体制を整備している。 

（大大評７－４ 学生教育研究災害傷害保険、学生総合補償制度） 

7)課外活動が非常に盛んで、原則、教授又は先任准教授がクラブ又は同好会の部長・顧問とな

り指導している。 

（大大評４－３ 令和 2 年度事業報告（資料編） 「Ⅱ－2.学部の状況 クラブ活動」） 

8)新型コロナウイルス感染症（COVID-19）予防の観点より、学生相談室における臨床心理士（学

内カウンセラー）による「こころの相談」等についてはオンライン（電話あるいは Zoom での

相談）で実施できる体制を整えた。 

 

以上のことから、本学は、学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生の生活に関

して適切な支援を実施していると評価する。 
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≪４：学生の進路に関する適切な支援の実施≫ 

【評価の視点】 
・キャリア教育の実施 

・学生のキャリア支援を行うための体制(キャリアセンターの設置等)の整備 

・進路選択に関わる指導・ガイダンスの実施 

・博士課程における、学識を教授するために必要な能力を培うための機会の設定又は当該機会に関

する情報提供（大学院設置基準の一部改正に伴うもの。令和元年 8月施行） 

・進路支援における COVID-19 への対応・対策 

1)医学部に卒業支援委員会を、スポーツ健康科学部に就職課・就職委員会を、医療看護学部に

国家試験対策委員会を、保健看護学部に国家試験対策ワーキンググループ・就職関係ワーキ

ンググループを、国際教養学部に就職支援室を、保健医療学部にキャリア支援委員会を置き、

各学部の特色に合った資格取得支援・進路支援・就職支援を行っている。大学院各研究科で

は、それぞれ研究指導教員及び研究指導補助教員が中心となり、進路指導・キャリア支援を

行っている。 

2)全学的な教職課程運営組織として、「教職課程センター」を設置しており、教員養成を推進し

ている。 

3)企業、官庁等の就職支援を推進することを目的に、順天堂大学就職支援センターを設置して

いる。さくらキャンパス及び本郷・お茶の水キャンパスには、それぞれ就職支援室を設置し

ており、スポーツ健康科学部就職支援室（さくらキャンパス）では、教員 1 名及び就職課の

3 名の職員が兼務し、国際教養学部就職支援室（本郷・お茶の水キャンパス）と連携を図り

ながら、学部生、大学院生の就職支援の任に当たっている。国際教養学部就職支援室では、

担当職員 1 名とキャリアカウンセラー1 名が常駐し、学生対応を行っている。 

（大大評７―５ 順天堂大学就職支援センター管理運営規程） 

4)各学部において、進路希望に応じたオリエンテーションや研修会等を開催している。医学部

では、初期臨床研修マッチングに関するオリエンテーションや医学部附属病院の説明会を開

催している。スポーツ健康科学部では、就職支援研修会・講座を延べ 130 日行っている。医

療看護学部及び保健看護学部では、医学部附属 6 病院就職説明会や就職試験対策やマナー研

修会等も開催している。国際教養学部では、学期始めにキャリアガイダンスを実施している。 

5)大学院医学研究科では、博士課程に在籍する医師には医学部附属病院において医学部学生に

対する臨床実習指導を通じて、また医学研究者には医学部 3 年次基礎ゼミナールにおいて医

学部学生に対する実験指導を通じて、それぞれ学識を教授するために必要な能力を培うため

の機会を得ている。また、大学院スポーツ健康科学研究科では、博士前期課程及び後期課程

の学生に対して学部のティーチング・アシスタント（TA）を募集し、教育経験を積む機会を

増やしている他、博士後期課程の学生に対しては RA の募集も行っている。大学院医療看護

学研究科では、博士前期課程・博士後期課程の両課程で TA 制度を導入しており、採用された

大学院生は学部講義の補助を行っている。経済的な支援のみならず、大学院生が将来教員や

研究者になるにあたり学識を教授するために必要な能力を培うための機会を提供している。 

6)COVID-19 感染予防の観点から、各学部で例年開催している就職支援講座・セミナーをオンラ

インで実施した。例えば、スポーツ健康科学部では、Zoom を活用した双方向の就職支援講座
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や、業者と協議を重ねて作成した動画の配信、更に、従来は学内のみで開催していた模擬試

験等も自宅受験ができるようにした。 

 

以上のことから、本学は、学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生の進路に関

して適切な支援を実施していると評価する。 

 

≪５：学生の正課外活動(部活動等)を充実させるための支援の実施≫ 

1)各学部において、部活動に対する活動費について、活動内容や状況に応じて補助を行ってい

る。 

2)スポーツ健康科学部では、運動部の指導者で組織された運動部指導者会と運動部運営委員会

で、運動部における諸問題を話し合っている。 

3)医学部及び大学院医学研究科では、研究留学、海外研修等で英語力を問われるケースに対応

できるよう、ハイレベルな英語でのプレゼンテーションや、医療面接の指導を目的として順

天堂国際医学教育塾（Juntendo International Institute for school of Medicine：JINISM）

を開講している。 

（大院医７－２ 順天堂国際医学教育塾実施要項） 

4)大学院スポーツ健康科学研究科では、連携協定を締結している自治体やスポーツ競技団体等

から、スポーツや健康に関する指導員としての派遣依頼があった際、大学院生に紹介し、派

遣している。 

 

以上のことから、本学は、学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生の正課外活

動を充実させるための適切な支援を実施していると評価する。 

 

≪６：その他、学生の要望に対応した学生支援の適切な実施≫ 

1)毎年1回、定期的に合同学生部委員会を開催し、各学部学生部長から活動状況の報告を行い、

学生の要望に応じた学生支援が行われているか、把握している。 

（大大評７－６ 6 学部 合同学生部委員会議事録(令和 2 年 12 月)) 

2)各学部におけるカリキュラム委員会、教務委員会及び FD ワークショップに代表学生が参加

しており、カリキュラムに対する学生の意見・要望を吸い上げ、対応するようにしている。 

 

以上のことから、本学は、学生支援に関する大学としての方針に基づき、学生の要望に対

応した学生支援を適切に実施していると評価する。 

 

点検評価項目③：学生支援の適切性について定期的に点検・評価を行っているか。また、その結

果をもとに改善・向上に向けた取り組みを行っているか。 

【評価の視点】 
１：適切な根拠(資料、情報)に基づく点検・評価 

２：点検・評価結果に基づく改善・向上 

1)本学は、毎年度、大学・各学部・研究科・管理部門等の単位で、（公財）大学基準協会の大学

基準に準拠し、内部質保証の推進に必要な自己点検・評価を行っている。学生支援について
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の適切性は、各学部・研究科において、それぞれ根拠資料に基づく点検・評価を行っている。

点検・評価の結果、認識された課題については、当該部署を中心に改善に取り組み、次年度

末までに内部質保証推進委員会委員長宛に改善状況報告書を提出することとしている。課題

及び改善状況は、毎年度、自己点検・評価運営委員会及び内部質保証推進委員会で検証され

た後、学長に報告される。学長は更なる改善が必要な場合には、必要な指示を出すという仕

組みになっている。 

（大大評２－28 自己点検・評価運営委員会議事録(令和 2 年 5 月）） 

（大大評２－29 内部質保証推進委員会議事録(令和 2 年 5 月）） 

2)全学生を対象とした学生生活実態調査（アンケート）において、大学による学生支援に関す

る調査項目を設け、6 学部合同学生部委員会にて実態を把握しており、調査結果に基づき各委

員会において支援の在り方等を検証し、学生にフィードバックすることにより、点検・評価

及び改善・向上が図られている。 

（大大評７－６ 6 学部 合同学生部委員会議事録(令和 2 年 12 月)) 

3)各学部では、毎月、学生部委員会を開催し、学生支援の適正について点検・評価し、それを

基に改善・向上が図られている。また、適宜、学生にも委員会に参加してもらい、生の声を聞

く等の工夫をしている。例えば、医学部では、2020(令和 2)年度の新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）流行下におけるクラブ活動の再開方針に関して、各クラブの主将（学生）と活

動開始時の練習メニューや感染対策等について意見交換を行い、9 月の活動再開を目標に準

備すること等を決定した。 

 

（２）長所・特色 

1)各学部では、毎月、学生部委員会を開催し、学生支援の適正について点検・評価し、それを

基に改善・向上が図られている。また、全学部で統一した学生生活実態調査（アンケート）

を実施し、定期的に学生生活及び学修行動の実態が把握できており、実態を踏まえた指導が

行えている。 

学生生活実態調査（アンケート）は継続実施し、学生生活及び学修行動の実態把握に努め、

きめ細かい学生支援を継続していく。 

2)医学部における医師国家試験は、国公私立大学 80 校中、過去 5 年間平均・過去 10 年間平均

ともに第 2 位の国家試験合格率である。 

継続した方策として、医師国家試験の内容を詳細に分析し、その傾向を考慮した問題を学内

の各種試験に出題していく。 

（大大評４－２ 学部・大学院ホームページ 「卒業後の進路」） 

3)スポーツ健康科学部では、教職を希望する学生への支援、公務員、企業への就職希望者への

支援が早い段階から行われており、それぞれ高い就職率を維持している。 

更なる発展方策として、早い段階からの各種支援を継続するとともに、活躍する OB や OG を

招聘することやグループワークやディベートを用いたアクティブラーニング方式の採用、更

には WEB 等を活用した ONLINE 講座の導入等、正課の授業における学生の能力開発に係るプ

ログラムについても充実を図っていく。 

（大大評４－２ 学部・大学院ホームページ 「卒業後の進路」） 

4)医療看護学部及び保健看護学部では、看護師国家試験、保健師国家試験、助産師国家試験で、
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いずれも高い合格率を誇っており、両学部の卒業生は、ほぼ希望通りの進路に進んでいる。 

更なる発展方策として、国家試験については、各種取り組みを継続する。進路支援について

は、早い段階からキャリア教育を行うとともに就職に関する各種支援を継続して行う。 

（大大評４－２ 学部・大学院ホームページ 「卒業後の進路」） 

5)国際教養学部では、企業就職希望者への支援を初年度から継続的に実施し、就職支援室・キ

ャリア担当教員だけでなく、ゼミナール担当教員も含め、教職員が一丸となり支援を行った

結果、2020(令和 2)年度の第 3 期生における就職希望者の就職率は、97.9％であった（全国

の大学生平均：89.5％、2021(令和 3)年 2 月 1 日 現在 文部科学省公表）。 

更なる発展方策として、就職率至上主義にならないよう、卒業後のキャリアの安定や満足度

が重要であるため、追跡調査をしていく。 

6)2019(令和元)年10月、本郷・お茶の水キャンパスに学生相談室を設置した。学生が抱える様々

な悩みや問題について、教職員が関与しない形で、公認心理師・臨床心理士の資格を持つ学

外カウンセラーが相談に応じている。 

 

（３）問題点 

なし 

 

（４）全体まとめ 

本学の学生支援の基本方針はホームページに掲載をしており、学納金減免、奨学金に係る各

種規程も整備している。各学部・研究科において、学生支援を行う専門の部署があり、学修に

専念できるよう各種支援を行っている。毎年、全学部で統一した学生生活実態調査を実施し、

学生生活及び学修行動の実態把握を行うことにより、学生支援の充実を図っている。 

修学支援として、各学部・研究科において、オフィスアワーを設け、補充教育や学生の自主

的な学習を促進するため、e-learning 等のコンテンツも整備している。 

生活支援として、学生の心身の健康、保健衛生等に係る指導、相談等を適切に行うため、学

生相談室等を設置しており、カウンセリングの体制を整備している。各キャンパスではハラス

メントのない教育研究環境を確保するよう努めている。 

国家試験や教員採用試験に対する取り組みは、対策委員会やワーキンググループ等の活動が

有効に機能し、高い合格率を誇っている。各学部・研究科の特色にあった進路支援、就職支援

が行われている。 

学生支援の適切性については、毎年度の自己点検・評価及び 6 学部合同学生部委員会にて点

検・評価し、その結果を改善・向上に結び付けている。各学部では、毎月学生部委員会を開催

し、点検・評価し、その結果を改善・向上に結び付けている。また、適宜、学生にも委員会に

参加してもらい、生の声を聞く等の工夫をしている。 
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（５）根拠資料 
 
資料 
№ 

各部署の 
資料整理№ 

資料名称 

１ 大大評２－11 法人ホームページ 「各種方針」 

https://www.juntendo.ac.jp/corp/about/policy.html 

２ 大大評７－１ 障がいのある学生の支援に関する基本方針 

３ 大大評３－１ 学校法人順天堂組織規則 

４ 大大評７－２ 学校法人順天堂事務組織規程 

５ 大大評７－３ 令和 2 年度 合同学生部委員会 学生生活実態調査結果比較資料 

６ 大総務７－１ 学校法人順天堂安全衛生管理規程 

７ 大医７－１ 順天堂大学本郷・お茶の水キャンパス学生生活案内 

８ 大ス７－１ 順天堂大学さくらキャンパス CAMPUS LIFE 

９ 大ス７－２ スポーツ健康科学部学修要覧 

10 大医看７－１ 医療看護学部学生便覧 

11 大保看７－１ 保健看護学部学生便覧 

https://www.juntendo.ac.jp/hsn/campus/ 

12 大保医７－１ 保健医療学部学生生活案内 

13 大院医４－１ 大学院医学研究科修士課程シラバス 

https://mr-syllabus.juntendo.ac.jp/ 

14 大院医４－２ 大学院医学研究科博士課程シラバス 

https://dr-syllabus.juntendo.ac.jp/ 

15 大院ス４－５ 大学院スポーツ健康科学研究科要覧 

https://www.juntendo.ac.jp/hss/postgrad/outline/pamphlet_copy.html 

16 大院看４－１ 大学院医療看護学研究科教育要項 

https://www.juntendo.ac.jp/graduate/nurs/syllabus/outline.html 

17 大院医７－１ 大学院医学研究科博士課程連携大学院 

18 大大評１－10 大学院スポーツ健康科学研究科パンフレット 

https://www.juntendo.ac.jp/hss/postgrad/outline/pamphlet.html 

19 大大評１－11 大学院医療看護学研究科パンフレット 

https://www.juntendo.ac.jp/graduate/nurs/about/pamphlet.html 

20 大院医７－２ 順天堂国際医学教育塾実施要項 

21 大総務７－２ 災害等による修学困難者に対する順天堂大学学納金減免規程 

22 大総務７－３ 経済的理由による修学困難者に対する順天堂大学学納金減免規程 

23 大総務７－４ 順天堂大学外国人留学生奨学金給付規程 

24 大総務７－５ 卓越した学生に対する学納金減免に関する規則 

25 大総務７－６ 順天堂大学グローバル・リーダーシップ育成推進奨学金給付規程 

26 大院医７－３ 令和 2 年度共同プロジェクト研究募集要項 

27 大院医４－３ 大学院医学研究科修士課程年間授業時間割表 

https://mr-syllabus.juntendo.ac.jp/ 
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資料 
№ 

各部署の 
資料整理№ 

資料名称 

28 大院医４－４ 大学院医学研究科博士課程年間授業時間割表 

https://dr-syllabus.juntendo.ac.jp/ 

29 大院ス４－２ 大学院スポーツ健康科学研究科年間授業時間割表 

https://www.juntendo.ac.jp/hss/postgrad/master/curriculum.html 

https://www.juntendo.ac.jp/hss/postgrad/doctor/curriculum.html 

30 大院看４－２ 大学院医療看護学研究科年間授業時間割表 

31 大人事７－１ ホームページ 「ハラスメント対策」 

https://www.juntendo.ac.jp/corp/about/plan/harassment.html 

32 大人事７－２ 順天堂ニュース 2016 7 月 1 日号 NO.2126 

33 大大評４－３ 令和 2 年度事業報告（資料編） 

34 大人事７－３ 順天堂大学職員・学生等の寮管理規程 

35 大大評７－４ 学生教育研究災害傷害保険、学生総合補償制度 

36 大大評７－５ 順天堂大学就職支援センター管理運営規程 

37 大大評７－６ 6 学部 合同学生部委員会議事録(令和 2 年 12 月) 

38 大大評２－28 自己点検・評価運営委員会議事録（令和 2 年 5 月） 

39 大大評２－29 内部質保証推進委員会議事録（令和 2 年 5 月） 

40 大大評４－２ 学部・大学院ホームページ 「卒業後の進路」 

https://www.juntendo.ac.jp/university/department/course.html 
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